
2024 年テーマ『勝利の教会！』                                                                            2024.5.26. 

「時が近い！」 黙示録 22 章 10～12 節   

 
 

Ⅰ 

預
言
の
開
封 

 

「
封
印
」
と
は
、
責
任
者
の
印
を
押
し
て
、
他
人
が
無
断
で
開
け
な
い
よ
う
に
す

る
事
で
す
。
主
イ
エ
ス
の
墓
に
は
封
印
が
さ
れ
（
マ
タ
イ

2
7:66

）
、
悪
魔
の
場
合

は
、
底
知
れ
ぬ
と
こ
ろ
に
閉
じ
込
め
ら
れ
て
封
印
さ
れ
ま
す
（
黙2

0:3

）。 

 

黙
示
録
に
は
、
７
つ
の
封
印
が
な
さ
れ
た
巻
物
が
あ
り
、
そ
の
封
印
を
解
く
事
が

新
し
い
世
界
の
開
始
、
逆
に
言
え
ば
今
の
世
界
の
終
結
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
基

督
が
解
く
こ
と
が
預
言
さ
れ
て
い
ま
す
（
黙5:1-

8:1

）。 

 

そ
れ
に
対
し
て
、
黙
示
録
に
記
録
さ
れ
て
い
る
全
て
の
事
に
つ
い
て
は
、
基
督
は

封
印
を
禁
じ
て
お
り
ま
す
。
と
か
く
貴
重
な
文
書
は
厳
重
に
封
印
さ
れ
て
保
管
さ
れ

る
も
の
で
す
が
、
基
督
は
封
印
を
禁
じ
、
一
般
公
開
を
求
め
て
い
ま
す
。 

 

そ
の
理
由
は
、
時
が
近
い
か
ら
で
す
。
「
何
の
時
」
か
と
言
え
ば
、
世
界
の
「
完
結

の
時
」
で
す
。
「
世
の
終
わ
り
」
と
か
、
「
世
界
の
終
末
」
な
ど
と
言
わ
れ
ま
す
が
、

単
な
る
終
点
と
で
は
な
く
、
完
成
の
時
、
完
了
の
時
、
完
結
の
時
な
の
で
す
。 

 

言
わ
ば
、
現
世
は
、
完
結
を
目
指
し
て
歩
ん
で
い
る
途
上
な
の
で
す
。
無
神
論
、

進
化
論
で
は
、
終
末
と
は
破
局
で
あ
り
、
破
滅
で
す
。
無
計
画
に
動
い
て
い
る
世
界

な
の
で
、
完
成
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

し
か
し
、
神
に
よ
っ
て
創
造
さ
れ
た
こ
の
世
界
は
、
神
の
意
思
に
基
づ
い
て
創
造

さ
れ
、
神
の
意
思
に
よ
っ
て
運
行
さ
れ
、
究
極
の
目
的
に
向
か
っ
て
進
ん
で
い
る
の

で
す
。
そ
れ
が
「
完
結
の
時
」
で
す
。 

  
 
 

Ⅱ 

聖
を
重
ね
よ 

 

基
督
は
、
「
悪
人
は
悪
を
重
ね
、
穢
人
は
穢
を
重
ね
、
義
人
は
義
を
重
ね
、
聖
徒
は

聖
を
重
ね
よ
。
」
と
言
い
ま
す
。
文
字
通
り
に
解
す
れ
ば
、
「
最
早
、
ど
う
こ
う
す
る

こ
と
も
で
き
な
い
」
と
い
う
事
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ほ
ど
怖
い
こ
と
な
い
で
す
ね
。 

 

あ
え
て
、
悪
人
に
「
悪
を
改
め
、
正
義
を
目
指
せ
」
と
は
言
わ
ず
、
穢
れ
人
に

「
穢
れ
を
離
れ
、
正
を
目
指
せ
」
と
は
言
わ
ず
に
、
「
ど
ん
ど
ん
悪
を
行
え
」
「
ど
ん

ど
ん
穢
れ
を
行
い
」
と
言
う
の
で
す
。
最
高
の
福
音
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

当
然
、
「
義
人
は
義
を
重
ね
て
、
高
い
義
に
至
り
、
聖
徒
は
聖
を
積
ん
で
、
大
聖
徒

に
な
れ
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。
「
義
人
と
思
っ
て
い
た
ら
大
間
違
い
。
そ
れ
で

は
失
格
だ
ぞ
。
聖
徒
と
呼
ん
で
呼
ば
れ
て
い
る
な
ら
、
基
督
の
御
丈
と
比
べ
て
み

ろ
。
」
と
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。 

       

Ⅲ 

行
い
に
応
じ 

黙
示
録
に
は
、
「
直
に
来
る
」
と
い
う
表
現
が
、
こ
こ
を
含
め
て
４
回
出
て
き
ま
す

（3:
11, 22:7

,12,20

）
。 

こ
こ
で
問
題
に
な
る
の
が
、
と
い
う
か
、
昔
か
ら
問
題
に
さ
れ
て
来
た
の
が
「
直

に
来
る
」
と
い
う
意
味
で
す
。
「
直
ぐ
」
「
直
ち
に
」
「
速
や
か
に
」
っ
て
、
ど
う
い
う

こ
と
で
し
ょ
う
か
。 

「
直
ち
に
」
「
直
ぐ
に
」
「
速
や
か
に
」
と
は
、
事
情
や
状
況
に
応
じ
て
時
間
を
置

く
こ
と
な
く
対
処
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。 

そ
れ
に
し
て
も
、
基
督
が
「
直
ぐ
来
る
」
と
言
わ
れ
て
か
ら
、
ヨ
ハ
ネ
の
生
涯
に

も
現
れ
ま
せ
ん
で
し
た
し
、
初
代
教
父
の
時
代
に
も
、
中
世
に
も
、
近
世
に
な
り
、

近
代
に
な
っ
て
も
、
現
代
に
な
っ
て
も
、
来
ら
れ
な
い
ま
ま
と
い
う
の
は
如
何
な
も

の
で
し
ょ
う
か
。 

と
い
う
こ
と
で
、「
嘘
つ
き
神
学
」
と
か
言
わ
れ
た
り
し
て
い
ま
す
。 

私
た
ち
は
、
神
に
よ
っ
て
造
ら
れ
た
地
球
の
上
で
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
地

球
の
自
転
に
合
わ
せ
た
時
間
で
生
活
し
て
い
ま
す
が
、
神
は
創
造
主
で
す
か
ら
造
ら

れ
た
世
界
に
拘
束
さ
れ
ま
せ
ん
。
時
間
の
な
い
永
遠
の
存
在
な
の
で
、
天
地
創
造

も
、
基
督
の
十
字
架
も
、
現
在
も
、
終
末
も
、
私
た
ち
の
感
覚
で
言
え
ば
「
同
じ

時
」
な
の
で
す
。 

そ
の
意
味
で
は
、
基
督
の
昇
天
も
、
基
督
の
再
臨
も
、
「
同
じ
時
」
で
あ
り
、
「
直

ち
に
」
な
の
で
す
。
そ
れ
を
展
開
す
る
と
「
予
測
が
で
き
な
い
」
「
突
然
に
」
と
い
う

意
味
に
も
な
り
ま
す
。 

福
音
書
に
語
ら
れ
た
喩
え
に
よ
れ
ば
、
畑
に
二
人
い
る
と
一
人
は
取
ら
れ
、
一
人

は
残
さ
れ
、
二
人
の
女
が
臼
を
引
い
て
い
る
と
一
人
は
取
ら
れ
、
一
人
は
残
さ
れ
る

と
書
か
れ
て
い
ま
す
（
マ
タ
イ24:40

-41

、
ル
カ17:

35

）。 

基
督
は
「
行
い
に
応
じ
各
人
に
報
う
我
が
報
い
、
我
に
在
り
」
と
言
い
ま
す
。
全

て
の
人
間
は
、
神
の
代
官
と
し
て
、
神
の
仕
事
に
奉
仕
す
る
た
め
に
創
造
さ
れ
た

（
創
世
記1:26-28

）
の
で
す
。
そ
の
意
味
で
、
世
界
の
完
結
の
時
に
、
与
え
ら
れ
る

基
督
の
報
い
と
は
奉
仕
の
対
価
で
し
ょ
う
。
「
我
に
在
り
」
と
い
う
言
葉
で
、
そ
の
対

価
が
基
督
の
評
価
に
基
づ
く
事
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。 

基
督
に
よ
る
完
全
な
評
価
に
基
づ
い
て
、
一
人
一
人
に
、
そ
の
行
い
に
応
じ
て
、

対
価
が
与
え
ら
れ
る
の
で
す
。
決
し
て
、
信
じ
た
ら
天
国
と
い
う
ほ
ど
単
純
で
は
な

い
で
し
ょ
う
。 

                    



【新改訳 2017】 

黙示録 22:10 また私に言った。「この書の預言のこ

とばを封じてはなりません。時が近いからです。 

22:11 不正を行う者には、ますます不正を行わせ、

汚れた者は、ますます汚れた者とならせなさい。

正しい者には、ますます正しいことを行わせ、聖

なる者は、ますます聖なる者とならせなさい。」 

22:12 「見よ、わたしはすぐに来る。それぞれの行

いに応じて報いるために、わたしは報いを携えて

来る。 
 
 

彼（基督）、我（ヨハネ）に言う。 

「この書物の預言の言葉を封印する勿れ。 

時が近い故なり。 

悪人は悪を重ね、汚人は汚を重ね、 

義人は義を重ね、聖人は聖を重ねよ。 

見よ。我直ちに来る。 

行いに応じ各人に報う我が報い、我に在り。」 

 
 
 
 
 
 
 

【NKJV】 
Rev 
 22:10 And he said to me, "Do not seal the 
words of the prophecy of this book, for the 
time is at hand. 
 22:11 "He who is unjust, let him be unjust 
still; he who is filthy, let him be filthy still; 
he who is righteous, let him be righteous 
still; he who is holy, let him be holy still." 
 22:12 "And behold, I am coming quickly, 
and My reward is with Me, to give to every 
one according to his work. 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 

1 .  信 仰 に 生 き る キ リ ス ト の 弟 子 の 養 成  
主の弟子は状況に左右されず聖霊に聞き従い、神を信じ人を信じて人々の救いと解放をもたら

す。十字架に死んで神と共に生きるとは、自分と人々の罪からくる咎を覚悟し信仰と希望と愛とを持

って福音の祝福の中に生きることである。キリストの弟子の養成こそ教会の使命である。 
２ ．  真 理 と 祈 り と 讃 美 に 満 ち た 信 仰 生 活 の 指 導  

聖書の教え、真理は人を自由にする。祈りは問題や悩みを解決し、神の御心を確認する。讃美は癒し

と喜びと力を与える。教会はそれらを教え指導し、互いの交わりの中で模範を造り出していく。 
３ ．  キ リ ス ト を 頭 と し て 愛 に よ っ て 結 び 合 わ さ れ た 共 同 体 の 形 成   

教会には多種多様な人々が神によってこの世から召し出されてくる。この信者を整え、神への奉仕

という使命を果たすように導くには、キリストの弟子として十字架を負い主に従う指導者層が確立され

なければならない。整えられ愛し合い一致した教会こそ神の栄光が現され成長する。 
４ ．  隣 人 に 対 す る 愛 に 基 づ い た 執 り 成 し と 伝 道 の 実 践  

神を愛する人は人をも愛し、行いを伴う信仰を持つ。真理を知らず罪と咎によって苦しんでいる人々を

愛し、執り成し、福音を伝えることによってこそクリスチャンは成長し、祝福される。 
５ ．  地 域 と 社 会 に 貢 献 す る 魅 力 的 な 教 会 員 の 歩 み と 家 族 形 成  

教会と教会員の活動・事業・啓発運動を展開し、社会に影響を与えながら、同時に愛し合う家族を形

成し、接する人々に福音を現していくことが、日本のリバイバルに必要であると私たちは信じる。 
 
 

 

今 週 の 聖 書  

千葉
キリ

教会
の

理念 


	千葉福音キリスト教会は、キリスト教プロテスタントの日本福音同盟（ＪＥＡ）に加盟する日本アッセンブリーズ･オブ･ゴッド教団に属し､聖書をすべて神のことばとして信じ､罪の赦しの福音を伝え､聖霊なる神の世界に対する介入を認めて、聖霊のバプテスマと賜物、病の癒し、奇跡、再臨を信じます。



